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砂防 地すべり等防止
徳島県三好市西祖谷山村（有瀬地すべり防止区域）

事 業 主 管 課
実 施 機 関

事 業 の 種 類

写真，図面等
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事 業 箇 所 名
事 業 の 規 模 ・ 状 況

本事業は、古くより地すべり活動が起こっていたが、昭和５１年及び昭和５８年に発生した豪雨を
伴なった台風を契機として地すべり現象が顕著となった。このため集水ボーリング工等による抑制
工によって地下水排除を行い、地すべり活動の沈静化を図り、地域住民の人命や財産を守ること
を目的としている。
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西部総合県民局 県土整備部（三好）
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文化財

適切な目標設定がなされていると考えられる。

仮設モノレールを使用することで，伐採や地形の改変を最小限とすることができた。

○

地すべり対策事業は、山地の自然環境の良好な箇所で実施することが多いため、計画段階から森
林への影響や環境の改変を最小限とするとともに、排ガス対策等、施工段階においても自然環境
への影響に配慮している。
①地形・地質等（工事用資機材の搬入方法を仮設モノレールとし、工事道路に比べ伐採や地形の
改変を最小限とした。）
②排ガス対策型建設機械の使用・低騒音型建設機械の使用

伐採や地形の改変を最小限するよう配慮したことは評価できるので、今後は専門家に相談
しながら計画を進めていくとより良い配慮対策ができるであろう。
なお、本工区ではないが、周辺地区の人家周辺では絶滅危惧種のクシバタンポポの生育が
確認されているので注意が必要である。
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実施箇所周辺の環境への配慮、事業主旨の範囲内での自然環境へ配慮した計画になってい
る。

仮設モノレールの設置

計画平面図

Ｉ-3ﾌﾞﾛｯｸ

Ｉ-3ブロック

施工箇所


